
〔別紙〕 

日本温暖化ガス削減基金の概要 

 

１ 基金規模  ： 約１．４億米ドル 

 

２ 出資単位  ： ５０万米ドル／口（当社は６口，300 万ドルを出資予定） 

 

３ 出資予定者 ： 国際協力銀行，日本政策投資銀行，民間企業 

 

４ 設立時期  ： 平成 16 年 12 月 1 日（予定） 

 

５ 利益配分  ： 出資比率に応じ CO2 排出削減量を配分 

           ※当社は300万米ドルの出資により約50万t-CO2の排出削減量を

取得見込み 

 

６ 特徴    ： ①京都メカニズム※1を通じた，途上国の持続可能な発展への貢献 

            ②アジア初の温室効果ガス削減ファンド    

            ③国際協力銀行・日本政策投資銀行のネットワークやファンド関連 

業務のノウハウ等を活用 

 

７ スキーム図   

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：「京都メカニズム」 

   京都議定書において，国際的に協調して温室効果ガスの削減目標を達成するための制度とし

て導入された仕組みであり，「排出量取引」，「クリーン開発メカニズム（ＣＤＭ）」，「共同実施

（ＪＩ）」の３つの仕組みがある。 

※2：「ＣＤＭ」（Clean Development Mechanism） 

   先進国が発展途上国の排出削減プロジェクトに協力し，先進国がその削減量を譲り受ける 

「ＪＩ」（Joint Implementation） 

 先進国が共同で排出削減プロジェクトを実施し，貢献度に応じて削減量を配分する 
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